
ウォーキングで健康づくり

大人から子供までみんな笑顔！ 絢爛豪華な舞が来場者を魅了

第4回安芸高田市湧永庭園ウォーク

第28回こうだわいわい祭
第48回商工祭 第44回高宮神楽まつり

歩く

祭り 祭り

10月8日（土）／湧永製薬広島事業所周辺

10月9日（日）／甲田文化センター 10月8日（土）／高宮ハーモニー広場

このコーナーは
市内のいろいろな出来事を
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こちらまで！

鮮やかなカエデが人々を魅了 最後まで“笑顔”で生き抜くために

子どもたちの主張が胸を打つ216mの巻き寿司が完成！

カエデまつり 第2回市民公開講座

安芸高田市青少年育成フェスティバル第34回たかみや大地の祭り

祭り 講演

主張
発表祭り

11月5日（土）／唯称庵跡地 10月22日（土）／クリスタルアージョ

10月15日（土）／美土里生涯学習センターまなび10月16日（日）
安芸高田市役所高宮支所　ふれあい広場

今年で 4 回目を迎える「安芸高田市湧永庭
園ウォーク」が開催されました。参加費が無料
になったことから、昨年の 277 人を大幅に超
える約 500 人が参加。コースは 2、3、12km
の 3 コースが設定され、ベビーカーに乗った 6
か月のお子さんから 87 歳のご年配の方まで、
一緒に心地よい汗を流しました。ウォーキング
後に行われた減塩みそ汁の試食体験は大賑わ
い。参加者はみそ汁と一緒に配られたおにぎり
を美味しそうに頬張っていました。

深夜まで舞い続ける伝統のお祭り「高宮神楽」
が今年も華やかに開催されました。市内外から訪
れた約 2,000 人の来場者は、高宮町で活躍する神
楽団を中心に、特別上演の神楽団を含めた 7 団
体の華麗な舞を堪能。高宮神楽は八調子を奏でる
囃子の音律でリズミカルかつテンポが速い舞が特
徴で、いずれの神楽団も広島無形民俗文化財の指
定を受けています。武田薫実行委員長は「この歴
史ある祭りが、地域の誇りとなることを願ってい
ます」と今後の抱負を語られました。

前日の雨も上がり秋晴れに恵まれた日、甲田
町で祭りが開催されました。ステージイベント
や第 33 回甲田町健康マラソン大会、国史跡「甲
立古墳」の展示、甲田の伝説・絵本「とんかちり」
の原画展示、バザー・フリーマーケットなど盛
りだくさんの内容。家族連れを中心に約 1700
名の来場者で賑わいました。フィナーレは会場
が一体となって踊る甲田町音頭。子供からお年
寄りまでみんなで大きな輪になって踊り、楽し
い時間を過ごしました。

カエデ林が紅葉の見ごろを迎える頃、近隣住
民のみなさんの協力で開催されている「カエデ
まつり」。16 回目を迎えた今年は、約 300 人
の見物客で賑わいました。開催が通年よりも１
週間早かったこともあり紅葉は 6 割程度でし
たが、緑、黄色、赤の美しいコントラストが人々
を魅了。地元のお母さんたちが手作りした豚汁
や炊き込みご飯、地域の人が持ち寄った野菜な
ども販売され、人気を博していました。来年も
11 月中旬までに開催される予定です。

JA 吉田総合病院と市が共催で、「市民公開講
座」を開催しました。この講演会は平成 28 年
度安芸高田市在宅医療・介護連携推進事業の一
環として、市民のみなさんへの普及啓発を目的
に実施されたものです。地元の医師 2 名によ
る講演のほか、特別講演には国内外で活躍し、
施設での看取りを推奨する医師の石飛幸三氏が
登場。誰もが経験する「人の死」にスポットを
当てた内容に、約 500 名の来場者はじっくり
と聞き入っていました。

6 町が持ち回りで開催している「安芸高田市青
少年育成フェスティバル」。今年は、美土里町で
開催され約 250 名の聴衆が来場しました。青少
年の意見発表では、小学生 2 名と中学生 2 名が
熱い思いの丈を堂々と披露。聴衆は、緊張しなが
らも必死に訴える子どもたちの姿に心打たれてい
ました。スピーチ前に管楽器のアルトホーンで演
奏するなど、趣向を凝らした発表が印象的。また、
初めて「大人の部」が設けられ、2 名の方がスピー
チされたことは新たな第１歩でした。

高宮町の秋の風物詩「たかみや大地の祭り」
が盛大に行われました。目玉は巻き寿司づく
り。1999 年から続く恒例イベントで、今年は
西暦にちなんで 216m の巻き寿司を完成させ
ました。参加者約 750 人が一斉に具を置いて
寿司を巻く様子は圧巻。最後にみんなで持ち上
げると、会場からは拍手と歓声が上がりまし
た。その他、「広島和牛の丸焼き」やステージ
イベントなど盛りだくさん。約 2,000 人が訪
れ、思い思いの楽しい時間を過ごしました。
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